
事業評価票（情報システム関係予算）　

19 医療費助成事務システム（福祉保健局保健政策部） 運 用 開 始 平成 18 年度

システム概要
・本システムは、都の実施する多種多様な医療費助成制度における受給者認定登録、受給者情報
　管理、医療費の支払、支払情報管理及び医療費の高額療養費調整等をシステム化し、各医療費
　助成制度の円滑かつ適正な運用を行っている局基幹大規模システムである。

課題・問題点
・本システムは、再構築によって運用経費を大幅に圧縮し、事務の効率化や適正化に大きく貢献
　している。一方、保険医療制度や医療費助成制度の改正等によりシステムを取り巻く環境が変
　化していることにより、毎年システムの改修が必要となっている。

見 積 概 要
（局評価）

・本システムは、受給者情報及び医療費助成支払情報等を適正に管理運用することによって、都
　が実施している多種多様な医療費助成制度を効率的に実施している。システム稼動以降、法改
　正や各種医療制度の改正に対応するためのシステム改修を適切に行うことで、医療費助成制度
　を効率的かつ適切に実施してきた。
・平成28年度見積りでは、より効率的に進めるため、所要の経費を計上する。
・また、30年度に機器更新を迎えるに当たり、最適化計画に対応するため、次期システム構築に
  係るプログラム設計等を行う。
【平成28年度見積事項】運用経費、次期システム構築に係るプログラム設計費等

28年度見積額 27年度予算額 26年度決算額516

見送り

28年度所要額

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

妥当 見直し

見送り その他

行政改革推進部
評　　　価

・再構築に係る経費については、開発計画を踏まえ積算されて
　おり、妥当である。
・システム運用やその他の経費についても、業務内容及び実績
　を踏まえ精査されており、妥当である。

妥当 見直し

28年度予算額

20 児童相談所情報管理システム（福祉保健局少子社会対策部） 運 用 開 始 平成 15

システム概要
・本システムは、児童情報をデータベース化した「相談情報システム」、措置児童の保護者等か
　ら費用を徴収するための「費用徴収システム」、里親情報を蓄積・管理する「里親情報システ
　ム」、的確な援助判定ができるよう支援する「アセスメントシステム」で構成されている。

課題・問題点

・児童虐待対応件数の急激な増加や、困難ケースの増加等による事務量の増加が相まって、きめ
　細やかなケースワークに支障が生じている。
・こうした状況の中、児童相談所職員の業務の効率化・負担の緩和を目的に児童相談所情報管理
　システムを改修する必要がある。

見 積 概 要
（局評価）

・本システムは、児童情報を共有化し、虐待等緊急ケースへの対応、処遇の向上、事務の効率化
　を図っている。
・平成28年度見積では、より一層の業務の効率化や負担緩和を目的に所要の経費を計上する。
・また、ＴＡＩＭＳ端末のバージョンアップによる不具合や、社会保障・税番号制度への対応を
　図るため、所要経費を計上する。
【平成28年度見積事項】 運用経費、システム改修経費等

28年度見積額 27年度予算額 26年度決算額 百万円

見送り

28年度所要額

財 務 局 評 価 ・上記評価に同じ。

妥当 見直し

見送り その他

行政改革推進部
評　　　価

・システム運用経費については、業務内容及び実績を踏まえ精
　査されており、妥当である。
・システム改修経費については、制度改正対応や業務効率化の
　面から必要性が認められるとともに、作業内容に基づき積算
　されており、妥当である。

妥当 見直し

28年度予算額

百万円 276 百万円 195 百万円
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